
荒砥小学校 研究の全体構想図

算 数 科

具体的な

子どもの姿

○既習事項を使って問題を解き、自分の考えを相手にわかるように表現できる子ども

○考えや解き方を互いに交流し合い、算数的よさに気づき、自分の考えを深め、学びを振り返る子ども

高学年

・既習事項から適切な方法を選び、簡潔明瞭に自分の考えを表現する。

（対話的な学び合いの姿）自他の考えのよさに気づき、

自分の考えをよりよいものに深める。

中学年
・既習事項から適切な方法を選び、算数的用語を使って自分の考えを表現する。

（対話的な学び合いの姿）自他の考えのよさに気づき、よりよい考えがわかる。

低学年
・考えた過程を、操作活動、絵、図などで表現したり、算数的用語を使って自分の考えを表現したりする。

（対話的な学び合いの姿）全体交流の中で、自他の考えのちがいに気づく。

【学 校 教 育 目 標】

◇勉強大好き かしこい子ども ◇心やさしく 正しい子ども

◇進んで行動 やりぬく子ども ◇みんなでスポーツ きたえる子ども

研究主題 「対話的に学び合う中で、

ことばの力を身につける子どもの育成」

「め ざ す 子 ど も 像」

○主体的に考え、進んで表現する子ども

○対話的に学び、考えを深める子ども

子ども達の実態から

① これまでの研究の成果

○「ことばの力」を育て高める取り組み

・既習事項を活用したり、操作活動を通したりして、

考えを持ち説明する力

・使わせたい言葉やキーワードを使っての表現

○「学び合い、考えを深める」ための手立て

・ねらいや目的に応じた学び合いの場の設定

・児童の考えをゆさぶり広げる発問や「切り返し」

② 今後の課題

●友達の考えを聞き、受け止め、自分の言葉で根拠を

持って意欲的に生き生きと表現する姿

●考えを深める学び合い・有効な交流のさせ方

●学び続け、探究し続ける高い学習意欲の喚起、
⇒さらなる「ことばの力」の育みへ

今日的課題から

①学習指導要領

・知識・技能の確実な習得

・思考力・判断力・表現力の育成

・学習意欲の向上

②第６次山形県教育振興計画後期プラン

「人間力に満ちあふれ、山形の未来を

ひらく人づくり」

→豊かな心を育む「いのちの教育」

教科化となった道徳教育の推進

⇒「探究型学習」「主体的・協働的な学び」をめざす

③白鷹町の共通課題

・確かな学力の育成

・特別支援教育の充実

・学校間連携

→「学び、集い、笑顔かがやく白鷹人」

の育成

◇研 究 の 視 点◇ ① 考えを生み出し、表現する場の工夫 ② 思考を深める場の工夫

・子どもの意欲を引き出す課題設定 ・考えを広げ、つなぎ、深める学び合いの工夫

・自分の考えを明らかにし、表現する力を高める工夫 ・学びを活用し、確かなものにする場の設定
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